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●SDGs(Sustainable Development Goals：持続可能な開発目標)は、
2015年に国連で採択された 「2030年までに全世界で達成をめざす
社会課題解決の目標」

●貧困・飢餓、教育、エネルギー、成長・雇用、気候変動など、持続可
能な社会の実現のための17のゴールと169のターゲットから構成

１.１ ＳＤＧｓとは
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●SDGsの５つの特徴

１.２ ＳＤＧｓの特徴と取り組む意義

普遍性：先進国を含め、全ての国が国内と国外の両面で行動する
包摂性：「誰一人取り残さない」包摂的な取り組みを行う
参画性：全てのステークホルダー（政府、企業、NGO等）が役割を持つ
統合性：社会・経済・環境は相互関連性があるため、統合的に取り組む
透明性：モニタリング指標を定め、定期的にフォローアップし評価・公表する

●各ステークホルダーが取り組む意義

ステークホルダー 取り組む意義

政府 国際社会での主導力・プレゼンスの強化

企業 ビジネスチャンス、リスクヘッジ、企業価値の創造

投資家 ESG投資*でのリターン

地方自治体 地方の魅力・強みのアピールと差別化、地方創生

市民社会・NGO 市民の声の発信

＊ESG投資：環境(Environment)、社会(Society)、企業統治(Governance)に配慮している企業を重視・選別する投資



5

１.３ SDGｓに関する国の取り組み(1)
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１.３ SDGｓに関する国の取り組み(2)
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１.４ ＳＤＧｓ未来都市・自治体SDGｓモデル事業
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１.５ ＳＤＧｓ未来都市・自治体SDGｓ一覧

2018年度～2020年度SDGｓ未来都市所在地
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１.４ ＳＤＧｓの実現に向けたDXの進展

欧州
Industrie4.0

中国
中国製造2025

日本
Society5.0

北米
Industrial Internet

アジア
スマートシティ

全体最適

オープン

コト

個別最適

クローズド

モノ

シェア占有

パラダイムシフト：人、社会を中心に考えるサービス、技術の進化

世界では産業・社会インフラのデジタル化が加速

*DX(Digital Transformation)
Transは上下が逆転するという意。英語圏ではTransの省略は「X」で表記
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２.１ Society 5.0 とは

 人類は「狩猟社会」「農耕社会」「工業社会」「情報社会」と発展してきた。

 今、デジタル革新(デジタル・トランスフォーメーション)をきっかけに第５
段階の新たな社会(Society 5.0)への変革のときを迎えている。
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 DX(デジタル・トランスフォーメーション)は、デジタル技術とデータの活
用が進むことによって、個人の生活や行政、産業構造、雇用などを含め
て社会のあり方が根本から変わる。

 一方、デジタル技術の使い方によっては格差拡大などの影の部分も生
じうる。DXを利用して「どのような社会を創っていきたいのか」が重要。

２.１ Society 5.0 とは

IoT あらゆるモノがインターネットに接続され、センサーなどからリアルタイムに
データが収集できるようになる。IoT活用により、地域ごとで受けられるサービ
スの格差を埋めることができる。

AI（人工知能） 言語の理解や推論、問題解決などの知的行動をコンピュータに行わせる技術
で、膨大な量のデータを正確に読み解いたり、人間が行ってきた業務を自動
化・最適化したり、言語などによる分断をなくすことが可能となる。

ロボット AIの能力は、ロボットによってフィジカル空間で発揮される。様々なモノが知能
を有するようになり、社会のフィジカル空間のスマート化が進んでいく。
障害や年齢による行動の制限を取り払うことが可能となる。

分散台帳技術 ブロックチェーンなど分散台帳技術は、効率的な取引や追跡可能性の向上に
大きな影響を与える。信用や信頼の新たな形をもたらす。
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２.１ Society 5.0 とは

 Society 5.0(=DX(デジタル・トランスフォーメーション))で目指す社
会は、SDGsでも提唱されている「誰一人取り残さない」社会を実
現すること。

 さまざまな制約から解放され、誰もが、いつでもどこでも、安心し
て、自然と共生しながら、価値を生み出す社会を目指す。
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２.２ Society 5.0 for SDGs

 社会課題解決や自然との共生を目指すSociety 5.0は、SDGsの変革
の方向と軌を一にしている。

 SDGsをめざした世界の取り組みで、日本ではその柱がSociety5.0。

 経団連は「Society 5.0 for SDGs」の具体的な姿として9の分野（7の重
点分野）を例示。

①都市・地方
②エネルギー・環境
③防災・減災
④ヘルスケア
⑤農業・食品
⑥物流
⑦ものづくり・ｻｰﾋﾞｽ
⑧金融
⑨行政・教育

Society 5.0

Society 5.0
for SDGs
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２.３.１ エネルギー・環境
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２.３.２ 防災・減災
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２.３.３ ヘルスケア
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２.３.４ 農業・食品
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２.３.５ 物流
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２.３.６ 金融
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２.３.７ 行政・教育
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３.１ 「Society5.0 for SDGｓ」推進のポイント

(1) ニーズを的確に捉える

(2) 効果・出口を明確に

(3) SOE（System of Engagement）

 人とモノがつながることで「必要なモノやサービスを、必要な人に、必要
な時に、必要なだけ提供できる」ようにすることで社会問題を解決

 一方、目指すのは、あくまでも『人間が主体の社会』ただ、やればいいと
いうものではない。

 「Society5.0 for SDGs」では推進のポイントは以下
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３.２.１ ニーズを的確に捉える

 現状(AsIs)・課題を明確に、アンジャンプしない

 Nice to have（あればいいね）からMust to have（ないと
困る！）

 みんなで考える

 ターゲットを絞り込む

(1) ニーズを的確に捉える
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３.２.２ 効果・出口を明確に

 既存の枠組みや制約に囚われない（ToBeあるべき姿）

 Step by step（CanBe実現可能性、優先順位）

 出口を明確に（次の行動を示す、誘導する）

 無理をしない。既存を活かす

(2) 効果・出口を明確に
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３.２.３ SOE

 実際に使われる（ストレスなく入力が簡単で、役に立つ）

 ユーザビリティ重視

 タイムリー（今やるから価値がある）

 すぐに使えてフレキシブルなプラットフォーム

(3) SOE（System of Engagement）
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４.１ 広島コロナQRサービス

広島コロナQRサービス（8月14日サービス開始）
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４.２ 広島コロナお知らせQRのしくみ
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